
9,130 191,880

目標達成率　（％） 91 92 92

評価

業務フローに改善の余地がある □ 制度改正の余地がある □ 令和4年度の方向性 現状維持

説明 総合評価（課題・方向性）
平成３０年度より施設・設備の保守点検・その他定型業務を一括で事業者へ委託し 施設維持管理においては指定管理者による施設維持管理
、施設全体を包括的に管理することにより施設維持管理の効率化と精度向上を図っ を継続する。
ており、令和３年度からは中央図書館も含む指定管理者（専門業者）による管理運 なお、中央図書館大規模改修工事により施設の長寿命化
営に移行する。 や省エネが図られたため、今後も故障や劣化の未然防止

のための点検や早めの改修を行うとともに、省エネに努
める。

効率性 ５ 達成度 ３

説明
中央図書館の大規模改修工事に伴い、施設維持管理業務の委託期間が縮小されたこ
と及び人員の振り分けによる人件費の減少によりトータルコストが減少したため、
効率性が高くなった。

　令和3年度事務事業評価表(令和2年度振り返り)
新規/継続

事務事業名 130201 図書館施設維持管理事業
継続

政　策　名 05 子どもの未来と文化をはぐくむまち

施　策　名 13 生涯学習の推進

基本事業名 02 図書館サービスの充実

所管課係名 図書館 所管課長名 島﨑　律照

事業の概要

□ 自主的（条例・規則等） ■ 義務的（法律・政令等） □ 努力義務的（法律・政令等） 終期

根拠法令等 公立図書館の設置及び運営に関する望ましい基準（文科省告示）、図書館法、東久留米市立図書館条例、建築基

準法、消防法他

補助事業 □ 該当 □ 行政補完的 □ 政策的 給付事業 □ 該当

市独自上乗せ □ 該当 □ 上乗せ □ 横出し

特定財源 □ 該当 廃止予定の有無 □ 該当

□ 直営（委託無） □ 全部委託 ■ 一部委託 □ 指定管理 □ 補助金
事業形態

□ その他 ( )

■ 小平市 ■ 東村山市 ■ 清瀬市 ■ 西東京市
近隣市状況

□ その他 ( )

その他 実行プラン ■ 対象 外部評価 □ 対象 内部管理事業等 □ 該当

事務事業の目的（事務事業の対象、手段、意図）

市内図書館施設
対象

事業内容 ・中央図書館の施設設備の法定点検

・ ・その他維持管理

活動手段

目的 ・利用者及び職員の安全・安心の確保

・ ・快適に利用できる施設の管理

意図

活動指標（手段の数値指標化）

指標名 法定点検の実施 単位 ％

平成30年度 平成31年度 令和2年度
実績値

100 100 100

成果指標（意図したことの結果の数値指標化）

指標名 施設に対する利用者満足度 単位 ％

指標の種類 増加を目指す指標 現年度目標値 100

平成30年度 平成31年度 令和2年度

目標値 100 100 100

実績値 91 92 92

事業費・人件費等

平成30年度 平成31年度 令和2年度

事業費（実績額）①　（千円） 32,318 48,911 17,415

国 0 0 0

上記「事業費 特定財源 都 0 0 0

（実績額）」に その他 0 0 0

係る財源 特定財源に伴う一般財源 0 0 0
一般財源

一般財源 32,318 48,911 17,415

人件費（理論値）②　（千円） 7,590 8,002 1,773

トータルコスト①＋②　（千円） 39,908 56,913 19,188

単位当たりコスト　（円） 399,080 56



説明 総合評価（課題・方向性）
図書館協議会は、図書館法において、図書館の運営に関し館長の諮問に応ずるとと 図書館協議会委員は、学校教育又は社会教育の関係者、
もに、図書館の行う図書館奉仕につき、館長に対して意見を述べる機関として、公 家庭教育の向上に資する活動を行う者、学識経験者、図
立図書館に置くことができると定められており、東久留米市立図書館協議会設置条 書館の利用者等で構成されており、図書館サービスその
例に基づき設置している。 他図書館の運営状況について点検、評価を行っている。

今後も、地域の実情を踏まえ、利用者及び市民の要望を
十分に反映した図書館運営がなされるよう協議会の設置
を継続する。

効率性 ５ 達成度 ３

説明
中央図書館大規模改修工事に人員を振り分けたことにより、人件費が減少し、効率
性が高くなった。

　令和3年度事務事業評価表(令和2年度振り返り)
新規/継続

事務事業名 130202 図書館協議会運営事業
継続

政　策　名 05 子どもの未来と文化をはぐくむまち

施　策　名 13 生涯学習の推進

基本事業名 02 図書館サービスの充実

所管課係名 図書館 所管課長名 島﨑　律照

事業の概要

□ 自主的（条例・規則等） □ 義務的（法律・政令等） ■ 努力義務的（法律・政令等） 終期

根拠法令等 図書館法、公立図書館の設置及び運営に関する望ましい基準（文科省告示）、東久留米市立図書館協議会設置条

例

補助事業 □ 該当 □ 行政補完的 □ 政策的 給付事業 □ 該当

市独自上乗せ □ 該当 □ 上乗せ □ 横出し

特定財源 □ 該当 廃止予定の有無 □ 該当

■ 直営（委託無） □ 全部委託 □ 一部委託 □ 指定管理 □ 補助金
事業形態

□ その他 ( )

■ 小平市 ■ 東村山市 ■ 清瀬市 ■ 西東京市
近隣市状況

□ その他 ( )

その他 実行プラン □ 対象 外部評価 □ 対象 内部管理事業等 ■ 該当

事務事業の目的（事務事業の対象、手段、意図）

図書館協議会
対象

事業内容 会議の開催

・

活動手段

目的 館運営を含む、市立図書館の運営について市民・利用者目線の意見などを受けることで、図書館のサービス向上

・ を図る

意図

活動指標（手段の数値指標化）

指標名 会議開催回数 単位 回

平成30年度 平成31年度 令和2年度
実績値

3 3 3

成果指標（意図したことの結果の数値指標化）

指標名 単位

指標の種類 現年度目標値

平成30年度 平成31年度 令和2年度

目標値

実績値

事業費・人件費等

平成30年度 平成31年度 令和2年度

事業費（実績額）①　（千円） 233 193 233

国 0 0 0

上記「事業費 特定財源 都 0 0 0

（実績額）」に その他 0 0 0

係る財源 特定財源に伴う一般財源 0 0 0
一般財源

一般財源 233 193 233

人件費（理論値）②　（千円） 1,133 1,195 443

トータルコスト①＋②　（千円） 1,366 1,388 676

単位当たりコスト　（円） 455,333 462,667 225,333

目標達成率　（％） － － －

評価

業務フローに改善の余地がある □ 制度改正の余地がある □ 令和4年度の方向性 現状維持



6 124,178 128,511

人件費（理論値）②　（千円） 1,649 1,738 1,773

トータルコスト①＋②　（千円） 123,555 125,916 130,284

単位当たりコスト　（円） 247 266 268

目標達成率　（％） 84 81 69

評価

業務フローに改善の余地がある □ 制度改正の余地がある □ 令和4年度の方向性 廃止(完了･統合含む)

説明 総合評価（課題・方向性）
協定等に基づき実施されているため、業務フローに改善の余地はない。 令和３年度より中央図書館を含む市内全館が指定管理者

による管理運営に移行している。
新たな管理運営体制の下で、市は一部図書館サービス業
務を担うとともに、指定管理者の監理と評価を行う。

効率性 ３ 達成度 １

説明
令和２年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、臨時休館や制限付き開館が
続いたこともあり、新規登録者数が減少したため、達成度が低くなっている。なお
、中央図書館が大規模改修工事により長期休館したことに伴い、地区館での貸出数
は増加した。

　令和3年度事務事業評価表(令和2年度振り返り)
新規/継続

事務事業名 130203 図書館地区館管理運営事業
継続

政　策　名 05 子どもの未来と文化をはぐくむまち

施　策　名 13 生涯学習の推進

基本事業名 02 図書館サービスの充実

所管課係名 図書館 所管課長名 島﨑　律照

事業の概要

■ 自主的（条例・規則等） □ 義務的（法律・政令等） □ 努力義務的（法律・政令等） 終期 令和2年度

根拠法令等 図書館法、子どもの読書活動の推進に関する法律、文字・活字文化振興法、図書館の設置及び運営上の望ましい

基準（文科省告示）、東久留米市図書館条例、東久留米市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例

補助事業 □ 該当 □ 行政補完的 □ 政策的 給付事業 □ 該当

市独自上乗せ □ 該当 □ 上乗せ □ 横出し

特定財源 □ 該当 廃止予定の有無 □ 該当

□ 直営（委託無） □ 全部委託 □ 一部委託 ■ 指定管理 □ 補助金
事業形態

□ その他 ( )

□ 小平市 □ 東村山市 □ 清瀬市 □ 西東京市
近隣市状況

■ その他 (多摩地域では、立川市、青梅市、昭島市他 )

その他 実行プラン □ 対象 外部評価 □ 対象 内部管理事業等 □ 該当

事務事業の目的（事務事業の対象、手段、意図）

市民
対象

事業内容 指定管理者による地区館３館（滝山・ひばりが丘・東部）の図書館運営

・

活動手段

目的 民間の力を導入したサービスの提供を行う

・

意図

活動指標（手段の数値指標化）

指標名 貸出点数（地区館３館） 単位 点

平成30年度 平成31年度 令和2年度
実績値

500,473 474,174 485,964

成果指標（意図したことの結果の数値指標化）

指標名 新規登録者数（地区館３館） 単位 人

指標の種類 増加を目指す指標 現年度目標値 1,800

平成30年度 平成31年度 令和2年度

目標値 2,000 1,800 1,800

実績値 1,685 1,459 1,241

事業費・人件費等

平成30年度 平成31年度 令和2年度

事業費（実績額）①　（千円） 121,906 124,178 128,511

国 0 0 0

上記「事業費 特定財源 都 0 0 0

（実績額）」に その他 0 0 0

係る財源 特定財源に伴う一般財源 0 0 0
一般財源

一般財源 121,90



績値 14 14 8

事業費・人件費等

平成30年度 平成31年度 令和2年度

事業費（実績額）①　（千円） 141,994 113,537 111,651

国 0 0 0

上記「事業費 特定財源 都 0 0 0

（実績額）」に その他 0 0 0

係る財源 特定財源に伴う一般財源 0 0 0
一般財源

一般財源 141,994 113,537 111,651

人件費（理論値）②　（千円） 52,747 44,319 14,181

トータルコスト①＋②　（千円） 194,741 157,856 125,832

単位当たりコスト　（円） 237 202 248

目標達成率　（％） 88 88 50

評価

業務フローに改善の余地がある ■ 制度改正の余地がある □ 令和4年度の方向性 現状維持

説明 総合評価（課題・方向性）
収集方針や選定基準等に基づき、資料を収集・整理・保存・提供している。 情報拠点として図書館が機能し、だれもが必要とする情
なお、「今後の東久留米市立図書館の運営方針」（平成２９年１月教育委員会）に 報を得られるよう、継続して市民の情報活用力を育成す
基づく移行期であるため、計画に沿って業務を行っている。 るとともに、利用
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4 資料情報の提供・管理事業
継続

政　策　名 05 子どもの未来と文化をはぐくむまち

施　策　名 13 生涯学習の推進

基本事業名 02 図書館サービスの充実

所管課係名 図書館 所管課長名 島﨑　律照

事業の概要

□ 自主的（条例・規則等） ■ 義務的（法律・政令等） □ 努力義務的（法律・政令等） 終期

根拠法令等 図書館法、子どもの読書活動の推進に関する法律、文字・活字文化振興法、図書館の設置及び運営上の望ましい

基準（文科省告示）、東久留米市立図書館条例、東久留米市教育振興基本計画

補助事業 □ 該当 □ 行政補完的 □ 政策的 給付事業 □ 該当

市独自上乗せ □ 該当 □ 上乗せ □ 横出し

特定財源 □ 該当 廃止予定の有無 □ 該当

□ 直営（委託無） □ 全部委託 ■ 一部委託 □ 指定管理 □ 補助金
事業形態

□ その他 ( )

■ 小平市 ■ 東村山市 ■ 清瀬市 ■ 西東京市
近隣市状況

□ その他 ( )

その他 実行プラン □ 対象 外部評価 ■ 対象 平成22年度 内部管理事業等 □ 該当

事務事業の目的（事務事業の対象、手段、意図）

市民
対象

事業内容 図書館資料（図書、雑誌、視聴覚資料等）の収集、整理、保存、提供／インターネット情報の提供／地域資料の

・ 収集、整理、保存／利用者情報の管理と図書館システムの運用／レファレンス（調査・相談）業務／ハンディキ

活動手段 ャップサービス業務

目的 地域の情報拠点として多様な資料・情報を用意し、市民の課題解決や学習等を支援する。

・ 地域資料・情報を収集、整理し、まちの歴史として保存する。

意図 図書館利用に障害がある利用者に対して、読書及び学習を支援するとともに図書館サービスを提供する。

活動指標（手段の数値指標化）

指標名 貸出点数 単位 点

平成30年度 平成31年度 令和2年度
実績値

823,227 783,073 508,207

成果指標（意図したことの結果の数値指標化）

指標名 登録率（年度内に１点以上の利用のあった市民を登録者として算出） 単位 ％

指標の種類 増加を目指す指標 現年度目標値 16

平成30年度 平成31年度 令和2年度

目標値 16 16 16

実



実績値 21 20 9

事業費・人件費等

平成30年度 平成31年度 令和2年度

事業費（実績額）①　（千円） 1,206 1,201 1,092

国 0 0 0

上記「事業費 特定財源 都 0 0 0

（実績額）」に その他 0 0 0

係る財源 特定財源に伴う一般財源 0 0 0
一般財源

一般財源 1,206 1,201 1,092

人件費（理論値）②　（千円） 8,242 13,035 4,431

トータルコスト①＋②　（千円） 9,448 14,236 5,523

単位当たりコスト　（円） 37 58 34

目標達成率　（％） 81 87 39

評価

業務フローに改善の余地がある ■ 制度改正の余地がある □ 令和4年度の方向性 現状維持

説明 総合評価（課題・方向性）
「第三次東久留米市子ども読書活動推進計画」に基づき、計画的に事業を実施して 「第三次子ども読書活動推進計画」に基づき、子どもの
いる。 読書活動の推進を図る。
なお、令和３年度から中央図書館を含む市内全館が指定管理者による管理運営に移 なお、第三次計画では、読書や図書館利用にハンディキ
行するため、業務フローは変更になる。 ャップのある子どもへの支援に重点を置いてお
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新規/継続
事務事業名 130205 子ども読書活動推進事業

継続

政　策　名 05 子どもの未来と文化をはぐくむまち

施　策　名 13 生涯学習の推進

基本事業名 02 図書館サービスの充実

所管課係名 図書館 所管課長名 島﨑　律照

事業の概要

■ 自主的（条例・規則等） □ 義務的（法律・政令等） □ 努力義務的（法律・政令等） 終期

根拠法令等 図書館法、子どもの読書活動の推進に関する法律、文字・活字文化振興法、図書館の設置及び運営上の望ましい

基準（文科省告示）、東久留米市立図書館条例、教育振興基本計画、第三次東久留米市子ども読書活動推進計画

補助事業 ■ 該当 ■ 行政補完的 □ 政策的 給付事業 □ 該当

市独自上乗せ □ 該当 □ 上乗せ □ 横出し

特定財源 □ 該当 廃止予定の有無 □ 該当

■ 直営（委託無） □ 全部委託 □ 一部委託 □ 指定管理 ■ 補助金
事業形態

□ その他 ( )

■ 小平市 ■ 東村山市 ■ 清瀬市 ■ 西東京市
近隣市状況

□ その他 ( )

その他 実行プラン □ 対象 外部評価 □ 対象 内部管理事業等 □ 該当

事務事業の目的（事務事業の対象、手段、意図）

市民（主に幼児・児童・生徒）及び市内の小中学校
対象

事業内容 「第三次東久留米市子ども読書活動推進計画」に基づく子ども向けの読書関連事業、保護者や大人向けの啓発事

・ 業、ブックスタートの実施／ボランティアの育成／学校教育における調べ学習や読書活動の支援

活動手段

目的 自由で自主的な子どもの読書活動を推進するための読書環境を整備する。

・ 子どもの多様な読書活動と図書館の利用を促し、生涯学習の基礎を養う。

意図 特別な支援を必要とする子どもの読書や学習を支援する。

活動指標（手段の数値指標化）

指標名 児童図書の貸出点数 単位 点

平成30年度 平成31年度 令和2年度
実績値

255,781 246,130 160,246

成果指標（意図したことの結果の数値指標化）

指標名 １５歳以下の登録率（年度内に１点以上の利用があった市民を登録者として算出） 単位 ％

指標の種類 増加を目指す指標 現年度目標値 23

平成30年度 平成31年度 令和2年度

目標値 26 23 23



度の方向性 廃止(完了･統合含む)

説明 総合評価（課題・方向性）
単年度事業であり、各種契約に基づき期限内に履行された。 中央図書館大規模改修工事は令和２年度で完了した。

効率性 ３ 達成度 ３

説明
遅滞なく無事に工事が完了した。

　令和3年度事務事業評価表(令和2年度振り返り)
新規/継続

事務事業名 130206 中央図書館大規模改造事業
新規

政　策　名 05 子どもの未来と文化をはぐくむまち

施　策　名 13 生涯学習の推進

基本事業名 02 図書館サービスの充実

所管課係名 図書館 所管課長名 島﨑　律照

事業の概要

■ 自主的（条例・規則等） □ 義務的（法律・政令等） □ 努力義務的（法律・政令等） 終期 令和2年度

根拠法令等 東久留米市施設整備プログラム、今後の東久留米市立図書館の運営方針

補助事業 □ 該当 □ 行政補完的 □ 政策的 給付事業 □ 該当

市独自上乗せ □ 該当 □ 上乗せ □ 横出し

特定財源 □ 該当 廃止予定の有無 □ 該当

□ 直営（委託無） □ 全部委託 ■ 一部委託 □ 指定管理 □ 補助金
事業形態

□ その他 ( )

□ 小平市 □ 東村山市 □ 清瀬市 □ 西東京市
近隣市状況

□ その他 ( )

その他 実行プラン □ 対象 外部評価 □ 対象 内部管理事業等 □ 該当

事務事業の目的（事務事業の対象、手段、意図）

中央図書館
対象

事業内容 ・中央図書館の大規模改造及び高効率設備導入工事

・ ・中央図書館の書架設置工事及び備品等の買い替え

活動手段

目的 施設の長寿命化及びユニバーサル化

・

意図

活動指標（手段の数値指標化）

指標名 工事の実施 単位 ％

平成30年度 平成31年度 令和2年度
実績値

未実施 未実施 100

成果指標（意図したことの結果の数値指標化）

指標名 工事の完了 単位 ％

指標の種類 増加を目指す指標 現年度目標値 100

平成30年度 平成31年度 令和2年度

目標値 未設定 未設定 100

実績値 未実施 未実施 100

事業費・人件費等

平成30年度 平成31年度 令和2年度

事業費（実績額）①　（千円） 0 0 659,294

国 0 0 0

上記「事業費 特定財源 都 0 0 181,158

（実績額）」に その他 0 0 0

係る財源 特定財源に伴う一般財源 0 0 0
一般財源

一般財源 0 0 478,136

人件費（理論値）②　（千円） 0 0 19,055

トータルコスト①＋②　（千円） 0 0 678,349

単位当たりコスト　（円） － － 6,783,490

目標達成率　（％） － － 100

評価

業務フローに改善の余地がある □ 制度改正の余地がある □ 令和4年


